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技術 冒 家庭科における生活者の育成をめ ざした カ リ キ ュ ラ ム開発
一 衣生活の学習 を例に ー
学習開発コ ース (1 1 220907) 粛 藤 弘 子
本研究は， 中学校技術 ・ 家庭科 家庭分野の学習 を通 して， 生活者の育成を め ざす も ので
あ る。 それに迫 る た めには， 1'tb判的 リ テ ラ シーの育成が不可欠であ る と と も に， 実践的推
論プロ セ ス を取 り 入れた問題解決的な学習が有効であ る と 考えた。 そ こ で、， これま で、問題
解決的な学習の実践が さ れて こ なかっ た衣生活の学習 を対象 と し， カ リ キ ュ ラ ム 開発を行
い， 問題解決的な学習の効果を検証する。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
①家庭分野にお け る 問題解決的な学習
平成 20 年度の学習指導要領改訂に よ り ， 家庭分
野の衣食住 ・ 家庭生活 ・ 消費 ・ 環境な どの各内容
に 「生活の課題 と 実践J と し 1 う 項 目 が加わったo
それは， よ り よ い生活を営む能力や実践的な態度
を育成する こ と をね ら っ た も ので、あ り ， 将来にわ
た っ て 自 立 した生活を営む見通 しを もつ こ と と ，
身近な生活の課題を主体的に と ら え る こ と が必要
と な る。 そのため に， 具体的な実践を通 して， 課
題の解決を 目 指す学習が不可欠 と さ れた。 それは，
生活者 と しての 自 覚を も ち， 日 常生活の 中 か ら課
題を見いだ し， 解決を 目 指す活動に よ っ て学習 を
深めてい く こ と を 明確に示 した も のである。
②家庭科の学ぶ意義 と 問題解決的な学習の重
要な視点
家庭科 と い う 教科について鶴田 (2004) は， I料
理 ・ 裁縫 と い う 技能的な こ と も含むが， 食糧， 住
宅， 環境， 家族 と 法律， 家庭経済， 消費者， ジエ
ンダー， 労働問題な ど， 生活にかかわる様々 な社
会科学 ・ 自 然科学に関連する課題を含み， 生活を
どの よ う に していっ た ら よ いか と い う 視点で学ぶ
総合的な学習 をする教科であ る 」 と 定義 した。 さ
ら に， I �生活者』 と して， 生活文化 ・ 諸環境の
あ り 方を井昨リ的に捉え る こ と が大切であ る。 地球
上の全ての人々 が， 安全で健康的な生活を送る こ
と を求めてお り ， その生活は 自 然 と 共生する も の
でなければな ら ない。 生きてい く ・ 生活する う え
での様々 な問題に他人 と 共同 して取 り 組む こ と が
必要 と さ れている。 そのための知識や能力 を身に
つ け る こ と が家庭科の学ぶ意義」 と 提唱 した。
山 田 (2004) は， I最初に知識や技能を習得 して
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か ら 問題解決的な学習 を行 う と ， あ ら か じめ問題
と 解決の方向 を制限する こ と に陥 り やすく ， 現代
の課題を子 ど も と と も に多面的に検討する こ と は
な り に く い と 考え られる。 同時に， 生活現実を根
本的に問い， 自 分の生活 と それを支え る社会シス
テム を新たに創造・ 表現・発信 してい く 力 と はな り
得ず， 現実への適応， 一定の家族像への同化を招
いて し ま う のではないかj と 懸念 してお り ， 問題
解決的な学習の方法に重要な視点を与えてい る。
③IPISA調査の 「問問軟」 と 家酬と のかか例
PISA (2003) は， 問題解決能力 について， I現実
の領域横断的な現状に直面 した場合に， 認知プロ
セス を用いて， 問題に対処 し， 解決する こ と がで
き る能力」 と 定義 してい る。 PISA と 家庭科 と の関
わ り について， 荒井 (2009) は， その定義の中の 「領
域横断型」 と 「問題解決のプ ロ セ ス を大事にする」
の特性は， 生活の問題に 目 を向 け， 改善や解決方
法を考え， よ り よ い暮 ら し を実践する と い う 家庭
科の 目 標 と 基本的に重な っ てい る と 述べてい る。
それは， 家庭科が対象 と する 生活その ものが， 総
合的で領域横断型だか ら である。 さ ら に PISA 調査
(2003) の出題を見 る と ， I問題解決J の問題の種
類や文脈， I問題解決」 のプロ セ ス は， 家庭科の
学習方法 と して も身近な も のであ る こ と か ら， 家
庭科が担お う と す る 問題解決能力は， PISA の 「問
題解決J が 目 指す学力 と 重な っ ている部分がかな
り あ る と 言える。
④これまで、の実闘受業から見えて き た誌題
『家庭科研究』 の過去 10 年の実践1) を見た と
こ ろ， 食生活に関する 実践が約 5 割， 住生活が 3
害1]， 消費生活 と 環境が約 1 割， 家庭生活が 1 割程
度であ り ， 衣生活の実践はわずか数例程度で、あっ
た。 ま た， 技術 ・ 家庭科研究東北大会や県大会に
おける過去5年のデータを見ても， 衣生活の研究
授業や実践報告は皆無である。 このことから ， 衣






「生活者」の視点から ， これまでの学習内容 やカ
リキュラム ， 生徒の実態をふり返り， r生活者J
の育成を目指したカリキュラム開発を 検討する。
(3)研究の方法
衣生活 の学習において，研究 を進め る。




②山形市内 の中学校(2校) の生徒 を対象 にア
ンケート調査を実施し， 衣生活に対する 意識
と実態を把握する。








鶴田敦子(2004)は， r生活者J とは 家庭生活の
営みに価値をおき， それに関わる者としている。
衣食 住の営みによって新たな生活エネノレギーを作
り出すことができ， 生命を生み 育て， 死を看取る
といった機能を担う， 私的な生活 と捉えている。
このような私的な生活 は， 人間にとって重要で、あ



















スを， Janet， F. Laster (1995)の実践的推論プロセ
スを参考にして， 以下 のように図式化した。 大き
な特徴としては， r行為 に至るプロセス」を重視し
ているところである。
問題へ1 ，1問題の1 1解決の1 J決定と1 J ，炉 問 |口 笠'�I→11�，t主主�I→1選択肢l→γっさ三':-1-1省事lの 着目1 '1 特定1 1 官言寸1 1行動1 1官官|
「問題へ の着目」とは， 問題に気づくことであ
り， 現状を把握レ情報を収集 すること。 「問題
の特定J とは， 状況を分析し問題を明 確 にする
こと。 「解決の選択肢 検討」 は， 問題を解決する
ためにいくつかの選択肢を 検討すること。 「 決定
と行動」とは， 最善と思われることを選択し行動
に移すこと。 「省察」とは， 結果を吟味し， 問題
点を明 ら かにして次 の実践に活 か せるようにす
ること。 さらに， r問題への着目J r問題の特定J
「解決の選択肢 検討」 の場面では， rなぜそうす
るのか Jを多角的に検言すする， 批判的リテラシー
を鍛える活 動が重視されている。批判的リテラシ







工夫と， 他者との 意見交換 の場面や，クラス全体
で共有 する場面など，協同的な学び の場面設定が
必要不可欠だと述べており，他者と一緒 に考 える
こ と を 実 践 的 な 推論 と称し て い る 。 ま た ，

















から ， その後， 問 題解決的な学習を取り入れてい
る。 その中には， 教師が提示した課 題を生徒 が追
究 するという実践が約2割， 問 題解決的な学習を









習から スタートしている。 また， カリキュラム 構
成も学習指導要領に示された学習内容の順番に沿
って作成されている。 さらに， そのカリキュラム
の中に， 製作時間も設けら れており， その時間 は
衣生活の学習の約2 /3 を占め ている。 授業 時数が
少ない上， 食生活や 住 生活 など{也の学習時間も確





平成 20 年 度改訂の学習指導要領技術・家庭科
編家庭分野 rc衣生活 ・住 生活 と自立」の r(1 ) 
衣生活の選択と手入れJr (3 )布を用いた物の製作J，
rD身近な消費生活 と環境j の r(1 )家庭生活 と消

































































































(3 ) カ リ キ ュ ラ ムの特徴
①問 題解決的な学習 を柱においた学習を展開
し， それを支える基礎的・基本的な知識や技
能などを学習する。( 図1 ) 
②実践的推論プロセスを取り入れ，社昨り的リテ
ラシーを育成するために， r問 題発見J r情報
収集・検証・比較検討Jr謝尺肢の検討・決定Jの
場面では， rなぜそうするのか J rそうするこ
とによってどうなるのか 」を多角的に考 えた
り， 検証したりする場面を設ける。( 図 2 ) 
図 1 . 実践的推論プロセスを取 り 入れた問題解決
的な学習の展開
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図 2 . 批判的 リ テラ シーの育成をめ ざ した発問の
工夫
4 考察
衣生活の学習 に問題解決的な学習 を 取 り 入れ
る こ と を試みた。 こ のカ リ キュ ラ ム は， 製作時間
を入れて も ， これま で、 と ほぼ同様の時間内で実践
す る こ と ができ る。 ま た， 生徒は実生活の問題を
解決 しなが ら， 必然的に基礎的 ・ 基本的な知識や
技能を習得す る こ と が可能 と な る。 さ ら に， í行為
に至る プロ セス J を重視する こ と に よ っ て， 結果
を吟味 し， 問題点を明 ら かに して， 次の実践に活
かせる 学習 と な る こ と が期待でき る。
5 到達点 と 課題
(1) 研究に 関する到達点
①衣生活の学習におけ る カ リ キ ュ ラ ムの実態，
生徒の学習状況や衣生活の関心 と 実態につい
て把握する こ と がで き ， 衣生活の授業につい




キュ ラ ム を作成する こ と ができ た。
(2) 課題
①批判的 り テ ラ シーの育成に向け， どの よ う な
発問や思考場面の設定が有効かを検証する。
②衣生活の学習お け る 問題解決的な学習カ リ
キ ュ ラ ムの有効性や， 生徒の社昨拍句 リ テ ラ シ
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